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研究成果の概要（和文）：本研究は、インドネシアの女性海外出稼ぎ労働者の就労構造を、その送り出し・受け
入れシステムの構造、そしてそのシステムの利用者である各女性家事労働者の属性を丹念にひも解くことで明ら
かにした。 聞き取り調査は、女性労働者の送り出し国であるインドネシア農村と受け入れ国である香港と台湾
で実施した インタビュー調査に基づいて女性家事労働者の出稼ぎの型を分析することによって海外出稼ぎの就
労構造を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the working structure of Indonesian women domestic 
workers going work away from their homelands to another country from seeing the system in which 
sends and receives and their characteristics in detail. This study analyzed their migrant structure 
based on interviews with the workers in their home country, Hong Kong and Taiwan which is a country 
of their destination. This study clarified of the types of the workers and examined the issue of the
 working structure in Indonesia.

研究分野：ジェンダー

キーワード： 海外労働移民

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，家事労働者送り出し制度の問題点を指摘し，海外出稼ぎ経験者への聞き取り調査をもとに女性家事
労働者が自らの利益を増やすために既存の制度にどう対応しているかを検証した。家事労働者は単純労働力に分
類されるが，海外就労によって言語，情報アクセス，他国出身労働者からの情報収集などさまざまな能力を獲得
する。それらの能力を駆使し、渡航経験者は再渡航に際しより良い就労条件を獲得する。女性たちは，自らの年
齢や経験から渡航国を選択・変更し，海外就労のサイクルに自らのライフイベントを組み込み渡航関連費用等の
負担の最小化と利益の最大化を実現する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
海外出稼ぎ渡航ネットワークは、その形成の長い歴史を通して渡航情報を所持する者がネット
ワークに強い支配力を有した。これまで女性たちは、既存の渡航ネットワークのもとでは受動的
な存在でしかなかった。本研究は、女性たちが出稼ぎ後にその経験と情報を活かして既存の構造
に働きかけ内側からシステムの変革をおこなう過程を現地において調査し、海外出稼ぎ女性労
働者のエンパワーメントと出身農村地域への貢献を明らかにする。 
家事労働者は、就業する地域によって海外出稼ぎ家事労働者と国内の都市出稼ぎ家事労働者の
二つに分けることができる。女性家事労働者に関する研究のうち海外出稼ぎの家事労働者につ
いては、国際労働力移動の分野で多数の研究がなされてきた。例えば、再生産領域のグローバル
化についてさまざまな海外出稼ぎ女性労働者の事例をもとに分析をおこなった研究[A1]、インド
ネシアからおもに中東への海外出稼ぎ家事使用人について出稼ぎ国での不当な扱いなどの問題
点を検証した研究[A2],[A3]などである。これら先行研究は、国際労働力移動の今日的潮流であ
る「移動の女性化」の事例として、おもに途上国から先進国あるいは産油国への労働力移動を分
析する。一方、インドネシア国内の都市出稼ぎ家事労働者については、インフォーマルセクター
あるいは雑業層の就業の一種として女性家事労働者について言及されるのみで、女性家事労働
者そのものを題材とした研究業績は少ない。しかも、家事労働者における児童就労者の多さと過
酷な労働環境ついて注意喚起を促す報告書がその大部分を占め、実際には多くの農村出身女性
が就労する職種でありながらも職業として女性家事労働者を分析する研究はほとんどなされて
こなかった。 
申請者はこれまで国内の女性家事労働者についてと海外出稼ぎ女性家事労働者についての両面
から研究をおこなってきた。その結果、国内の家事労働者も海外出稼ぎ家事労働者も仲介業者を
通じて職を得ていることがわかった。農村出身の女性にとって、就業に関する情報が公的なルー
トによってもたらされることは非常に稀であり、多くは口コミによってもたらされる。農村で
「募集人」と呼ばれる者が、就労希望者には就労に関する情報を、仲介業者には希望者の情報を
もたらすことで就労希望の女性と仲介業者とのパイプ役となっている。もちろん、政府によって
積極的に派遣が進められている海外出稼ぎ労働者と労働法の適用すら受けない国内の家事労働
者の仲介業者には、管轄省庁、法令ならびに事業規模などの点で大きな違いがある。しかしなが
ら、両者が都市に事務所を構え、実際に農村で希望者を調達するのは在村の募集人であるという
点には相違がない。農村出身者が出稼ぎをする際には、在村の募集人がその足掛かりとなる。そ
のため、就労希望の女性にとっては、どの募集人から出稼ぎ家事労働者の情報をもたらされるか、
どのルートをたどって出稼ぎをおこなうのかが重要な分岐点となる。 
申請者がおこなったこれまでの現地調査から、海外出稼ぎ希望者の募集人には出稼ぎ経験者が
なる傾向を見出した。すなわち、女性たちは、自らの海外出稼ぎ経験を活用して、渡航ネットワ
ークシステムの内側に入り込んでいく。そのため、女性たち自身が、これまでの情報の独占によ
って出稼ぎ希望者に多くの金銭的負担を強いてきた渡航ネットワークシステムを内側から変革
する可能性を有する。そのため、女性出稼ぎ経験者が農村において募集人として活動することに
よって、新たな帰村後のネットワークが確立され、そのことが農村地域に社会的な貢献を果たし
得ると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究は、インドネシアの国際労働力移動について農村出身の女性出稼ぎ労働者に焦点をあて
て出村時と帰村後のネットワークを分析することによって、海外出稼ぎ労働が女性のエンパワ
ーメントにどのように寄与するかを研究する。社会関係資本(ソーシャル・キャピタル)の観点か
ら出稼ぎ労働の渡航ネットワークにおいて鍵となる募集人の活動に着目して構造を解明し、女
性による出稼ぎシステム変革の動きを分析する。また、これまで渡航ネットワークについては、
送り出しのネットワークのみが研究の対象とされてきたが、本研究においては海外出稼ぎ帰国
女性によるネットワーク形成の可能性について検証を行う。 
 
３．研究の方法 
平成２８年度に情報提供者への依頼を兼ねたジャワ農村での予備調査、平成２９年度と平成３
０年度に農村の募集人と海外出稼ぎ経験者への聞き取り調査および送り出し企業への聞き取り
調査をおこなう。平成 30 年度は、現地で収集した刊行資料および聞き取り調査で得た資料をも
とに『インドネシア海外出稼ぎ女性家事労働者渡航ネットワークの構造変革に関する研究(仮)』
と題して国内外で学会発表をし、さまざまな研究者と意見交換をおこなう。また、日本において
も国家戦略特区にて外国人家事労働者の受け入れが検討されていることから、外国人家事労働
者についての関心が高まっている。そのため、公開講座を開催し、インドネシア人女性家事労働
者の現状を広く周知する。最終的には、これまでの研究成果と合わせて女性のエンパワーメント
と出身農村への経済・社会的貢献について明らかにし、インドネシアの海外出稼ぎによる地域貢
献と渡航ネットワークに関する理論の構築をおこない、『インドネシア人女性家事労働者研究
(仮)』として纏めて出版する予定である。 
本研究は、３年間を予定し、1年を一段階として三段階に分けて研究および成果発表をおこない、
以下の項目で構成される。 
(1)インドネシアでの予備調査。調査対象者の確保と情報提供の依頼および聞き取り調査。 



(2)ジャワ農村での本調査。募集人と海外出稼ぎ経験者からの聞き取り調査。 
(3)渡航ネットワーク全体を統合するための調査。および、学会等での研究者との意見交換およ
び市民講座での調査報告。調査によって得られた情報に基づいて、社会関係資本の観点からイン
ドネシアの海外出稼ぎ渡航ネットワークの理論の構築をおこなう。 
[研究初年度] 
研究初年度は、おもにインドネシアにおける研究体制の確立をおこなう。首都ジャカルタ近郊に
立地するインドネシア大学大学院ジェンダー研究所にインドネシアでの研究拠点を置く。７月
から８月にかけてジャワ農村で調査対象者の予備調査をおこなう。ジャワは、インドネシアで最
も海外出稼ぎ労働者を輩出している地域である。翌年の渡航ネットワークの解明調査のために、
これまでの調査で関わった海外出稼ぎ経験者および募集人の案内によって農村で活動する複数
の募集人および海外出稼ぎ経験者を探し、調査への協力を要請する。また同時に、都市の仲介企
業へも調査への協力を要請し、募集人と仲介企業との関係および海外出稼ぎ経験者と募集人と
の関係の解明に向けた下準備をおこなう。ジャカルタの家事労働者支援団体へのインタビュー
および資料収集をおこない、国内外の女性家事労働者の動向についての把握に努める。 
また、日本国内の学会および国際学会においてこれまでの研究と本研究での課題を報告し、内外
の研究者から様々な意見を集める。 
[翌年度] 
前年度の予備調査において調査協力を依頼した募集人および海外出稼ぎ経験者へのインタビュ
ーおよび活動の詳細について調査をおこなう。調査は、複数の募集人からの聞き取りおよび特定
の募集人に随時同行することによって活動の詳細を明らかにする。また、仲介企業と募集人との
連絡および出稼ぎ希望者の送り届けの詳細についても同行のうえで詳細を調査する。適宜、研究
協力者と議論の場をもち、調査の見直しおよび本研究遂行に向けた意見交換をおこなう。 
[最終年度] 
本研究のまとめと学会発表および論文の執筆をおこなう。また、広く本研究の意義を伝える。 
 
４．研究成果 
本研究は、インドネシアの出稼ぎ女性家事労働者を事例として、渡航ネットワークにおける募集
人の役割に着目し、社会関係資本(ソーシャル・キャピタル)の観点から構造と変革を考察する。
これまでも、国際労働力移動の送り出しについての研究はなされてきたが[A4],[A5],[A6]、送り
出しシステムが所与のものと捉えられており、システム自体の変革・再編の可能性が考慮されて
こなかった。その中で募集人は、就業に関する情報を種に出稼ぎの費用をつり上げる存在とみな
されてきた。 
申請者がこれまでおこなってきた調査において、出稼ぎ経験者が出身農村において募集の活動
に新たに加わる例がみられた。自身が出稼ぎ経験を持つ募集人は、都市の仲介業の一端を担って
いる反面、同郷の出稼ぎ希望者の仲間でもある。そのため、出稼ぎ希望者を一方的に搾取するの
ではなく、出稼ぎ希望者の利益に資する存在となりうる。 
本研究よって、出稼ぎ経験者が渡航ネットワークを内側から変革・再編させる可能性を明らかに
する。そして、女性たちの農村での活動を調査することで、女性のエンパワーメントと出身農村
地域への貢献を明らかにし、女性の出稼ぎ労働が農村にもたらす経済的貢献および社会的貢献
を解き明かす。それに加えて、量的拡大を追求するインドネシアの海外出稼ぎ政策にたいして、
渡航ネットワークの変革が家事労働者の就業条件および就業環境の改善のために重要であるこ
とを提言する。 
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